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令和４年度 事業報告 
 
１．上伊那地域経済牽引事業促進協議会 
   コロナ禍の影響で、当財団に関わる活動内容はありません。 

２．人材育成事業 
   一部令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業（ＧＢＯによるＩｏＴ活用と「産学官支」コミュ 
   ニティ醸成事業）を活用し、企業人材のスキルアップのため経営改善、技術向上、品質改善、環境改 
   善、コミュニケーション、人間性向上などをテーマとして実施しました。 
   ①開催場所  伊那技術形成センター（研修室・メカトロ研究室）及び南信工科短大 
   ②開催講座  35 講座に対して34 講座（１講座は申し込みが少なく中止）を開催しました。受講者 
          は、AI・IoT支援講座や技術講座を追加したこと、また新型コロナが落ち着いたこと 
          や受講希望の多い講座を複数回開催したことにより、前年度に比べて300 名ほど多い 
          753 名となりました。 
   ③その他   上伊那８市町村の後援をいただきました。22 講座を元気ビジネス応援隊（以下ＧＢＯ） 
          アドバイザーが講師を担当しました。 
   ④実績まとめ 講座内容は、添付資料にあります。 
          参加企業の少ない自治体もあり、企業様のご要望を受けながらよりご活用のいただけ 
          る研修会を企画していきます。 
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※研修会風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．元気ビジネス応援隊（ＧＢＯ）事業(別冊１） 
  １）アドバイザー派遣による伴走型中小企業支援 
    依頼企業の個別課題に基づいて、経営、工程、品質、技術やIoT導入などの様々な改善と人材育成を 
    目的にアドバイザーが支援を行いました。また、補助金申請支援も行いました。 
    ①対応企業数 ・１０１社  伊那市   ９５社   箕輪町    ２社 
                                辰野町    １社   南箕輪村   ３社 
    ②支援方法  ・中小企業トップ、担当者との相談やアドバイスによる支援。 
           ・企業現場へ踏み込んでの中長期的な伴走型支援、社員教育。 
           ・ホームページ、電話などを介しての対応など。 
  ２）ＩｏＴ活用と実践、長野県重点項目を見据えた人材育成研修 
    以下の講座においてGBOアドバイザーが講師を務めました。 
    ・新人・コミュニケーション ４講座、経営改善 ４講座、品質改善 ４講座、技術向上 ７講座、 
     DX・IoT導入支援 １講座、リスク管理 ２講座    計22 講座 
  ３）上伊那支援コミュニティの構築 
    ・経営支援全般の体系づくり、経営診断及びＩＴ化支援メニューづくりを進めました。 
    ・金融機関とのBig Advanceパートナー契約による活動を開始しました。 
  ４）伊那市のプロジェクト推進支援 
    ①製造業等課題解決プロジェクトの運営（後述） 
    ②露地野菜コンソーシアムのアスパラ自動収穫機の開発（後述） 
    ③IoT導入人材育成講座共催(後述) 
 
 

        
    新戦力育成           ISO9001 内部監査員養成     はんだ付け実践技術 

 

        
   ハラスメント防止            なぜなぜ分析           ５Ｓと現場改善 
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  ５）環境出前授業 
    上伊那の小学校と連携し環境問題や新エネルギーなどをテーマに、アドバイザーが講師を務めまし 
    た。 
    ・実施校  辰野東小学校 、東伊那小学校 、南部小学校、箕輪中部小学校、七久保小学校、 
          手良小学校、南箕輪小学校   計7 校   376 名受講 
 
 
 
 
 
 
 
  ６）定例会の実施 
    GBO定例会、各プロジェクト定例会 
  ７）外部団体の交流や活動への参画 
    ・上伊那管内市町村の部会や連絡会への参画 
    ・南信工科短大、伊那商工会議所などの講義やセミナーへの参画 
  ８）その他 
    ・アドバイザーの活動管理   アドバイザー登録者数 現在４４名 
    ・GBO活動の広報やホームページの運用管理 
      URL https://www.genkibiz.net/  

４．南信工科短大振興会事業（受託事業 別冊２） 
  一部令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業（産業集積地域に学ぶ将来の理工系人財育成事業） 
  も活用し、南信工科短大振興会事務局として、主に以下の活動を行いました。 
  １）運営に関わる以下の業務 
    総会（コロナのため書面）、役員会、運営協議会の開催・参加、会計業務、新会員の獲得、情報や各 
    種案内発信、ホームページ管理など 
  ２）主な事業 
    ①技術講演会／講習会の開催 
     ・VR講座、AI・IoT導入及び活用講座、meviy講習、公差設計講座（紹介編・実践編）、 
      マナー研修など 
    ②交流事業 
     ・科学ふれあいフェア・デザインコンクールの実施やものづくり出前授業実施 
     ・中学部活支援や企業／高校との交流会支援 
    ③会員企業と南信工科短大との共同研究支援 
     ａ．アスパラ自動収穫機開発(別冊) 
     ｂ．デジタルモールド粉末冶金技術(別紙） 

 

               
                    授業風景 
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    ④外部連携・高大連携 
    ⑤南信工科短大や会員企業のＰＲ 
  ３）卒業者交流支援 
    ・ＯＢ会発足の支援 
  ４）南信工科短大事業の支援 
    ①案内リーフレット、ビジュアル画像制作支援 
    ②学生募集、受験者増への取り組み支援 
    ③研究補助金支援 
    ④理系女子座談会への参画 
    ⑤南信工科短大振興会会員企業研究会への参加 
    ⑥会員企業見学会や学生成果発表会への支援 

５．製造業等課題解決プロジェクト運営（別冊３） 
   地域の製造業が抱える現場の課題を発見し、IoT導入による改善と補助金申請を支援しプロジェクトを 
   運営しました。 
   ①実績概要 
    ・65 社対象、15 社支援、11 社プロジェクト参加、8 社補助金選考会参加 
   ②実行体制 
    ・上伊那産業振興会が事業受託、全体管理、ＧＢＯ7 名が実務推進 
    ・長野県ITコーディネータ、南信工科短大教員が技術サポート 

６．露地野菜コンソーシアム運営（別冊４） 
   伊那市の農業課題として、アスパラガスの自動収穫機の開発とアスパラ農場システムの改革に当たり 
   ました。 
   ①事業概要 
    ・アスパラガスの自動収穫機の試作と農場での運用実験 
    ・今年度までは基本システムの開発（次期3年間で実運用実現）。 
   ②実行体制 
    ・南信工科短大、企業、伊那市農林部、ＪＡ菜園、ＪＡ上伊那、長野県上伊那農業農村支援センター、 
     NTCコンサルツ、上伊那産業振興会によるコンソーシアム 
    ・GBOが全体マネジメント、地域企業と南信工科短大教員による開発設計 

７．IOT導入人材育成講座（別冊５） 
   課題解決プロジェクトとの連携も重視して、IoT導入を自ら推進し企業の経営改善に役立たせていける 
     人材育成を目指し、地域の中小企業の社員対象に課題の解決/解決手法、実際のIoTツールの使い方、 
   IoT導入によるデータの活かし方を学んでいただく研修会を開催しました。 
   ①事業概要 
    ・課題抽出と解決策検討研修会、IoTツール実習研修会、データ分析応用研修会の実施。 
   ②実行体制 
    ・南信工科短大教員及び学生、ITコーディネータ協議会に講師を担っていただいた。 
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８．製造業共同研究プロジェクト支援（別冊６） 
   伊那市の共同研究プロジェクトによる南信工科短大学生の育成を支援しました。 
   ①事業概要 
    ・デジタルモールド粉末冶金技術による生産工程のDX化の研究 
   ②実行体制 
    ・ナパック／スワニーによる事業化検討、教員／学生による基礎研究 
    ・上伊那産業振興会による経費、資金管理 
   ③特記事項  
    ・本件に関する中島先生の学会での発表が優秀講演論文として表彰された。 

９．交流促進事業について 
   外部活動と連携し以下の活動をしました。 
   １）世界一の会事務局の支援 
     ・会計事務及び交流会参加 
   ２）郷土愛プロジェクトとの連携 
     ・全体会議、キャリア教育産学官交流会等各種事業への参加 
   ３）産学官交流事業（寄付金活用事業）の支援 
     ・ＫＯＡ寄付金活用による様々な地域貢献活動への資金支援 
   ４）伊那インター工業団地連絡会運営 

     ①総会・地元区との懇談会  ７月５日 

     ②団地内一斉清掃      ９月16日  18社 68名の参加 

 

 

 

 

 

 

     ③地区協力費徴収や各種情報の発信 

     ④諏訪日本赤十字と協力して団地内での献血活動 ２回（10/27、2/22）38名の協力 

     ⑤伊那インター工業団地案内看板、企業看板の設置検討支援   臨時連絡会８月29日  

     ⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響でレクリエーションは中止しました。 
   ５）リニア新幹線開通に向けた活動の支援 
     ・リニア関連の意見交換に参加 
     ・伊那谷全体の協働テーマの検討 
      （リニア整備推進局、南信州地域振興局、飯田産業センターなどとの連携） 

 
 

      
                  団地内清掃 
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10．情報提供事業について 
   ①資料・書籍・工業製品展示 
   ②ダイレクトメール、ホームページによる各種情報発信  
     URL http://www.ina.janis.or.jp/~keisei/ 

11．伊那技術形成センターの運営管理事業について 
   １）施設貸し出し実績（添付資料３ページ 「伊那技術形成センター利用状況」） 
    ①利用件数  会議室67件  研修室103件  メカトロ研究室12件 
    ②主な貸出先 伊那労働基準協会、アジマ自動車学校、イナリサーチ、長野県産業振 
           興機構 等 
  ２）修理とメンテナンス 

    研修室 照明交換                   ７ 千円 
    消防設備修繕（煙感知器交換）            １２ 千円 
    消防設備修繕（誘導灯交換）            １２８ 千円 
    交流サロンガラス扉修繕               １１ 千円             

 
        合計                   １５８ 千円 
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２．令和４年度人材育成研修会講座実績 
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３．伊那形成技術センター年度別利用状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


